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語学力はどの程度必要ですか？

（　）内は女性の数
※令和４年度　電気・電子・情報3、機械1、化学17、農学4
　令和３年度　電気・電子・情報4、機械1、土木1、化学15、農学4
　令和２年度　電気・電子・情報5、機械3、土木2、物理4、化学16、農学3

税関は外国との貿易に携わっていますので、多少の語学力は
必要です。税関で特に力を入れている語学は、英語、中国語、
韓国語、ロシア語であり、語学力はあるに越したことはありま
せん。しかし、税関では採用研修をはじめ、レベルに応じた様々
な研修がありますので、努力次第で十分に業務を遂行しうる語
学力を身につけることができます。

Q1
A

勤務時間が不規則な部署はありますか？

海港での密輸取締りを行う部署や空港での旅具検査を行う部
署等の一部では当直勤務を行っています。当直勤務を行う職
員についても日勤勤務の職員と同様に、勤務時間は１週間当
たり38時間45分、休日は4週8休となるようにローテーション
が組まれています。

Q4
A

税関での採用実績を教えて下さい。

過去３年間での採用実績は以下のとおりです。

Q5
A

麻薬探知犬を扱う仕事に携わるには
特別な資格等が必要ですか？
麻薬探知犬を扱う職員のことをハンドラーと呼びますが、ハン
ドラーになるために特別な資格等は必要ありません。採用後
に通常の人事異動の一環として選考され、麻薬探知犬の取り
扱いに関する訓練を経て、ハンドラーとして活躍することとな
ります。

Q3
A

税関では技術系の試験区分からも
採用しているようですが、技術系区分から
採用されると、どのような仕事に携わるのですか？
税関では採用時の試験区分に関わらず、税関業務全般に携
わっていただいています。したがって、技術系区分から採用され
た方も、行政区分から採用された方と同様に密輸取締りや輸
出入通関のほか、税務調査、会計事務等の業務を行う部署に
配属されることがあります。一方で、税関には化学分析を行う
部署や農産品・機械等の輸出入通関を担当する部署のほか、
システムの開発・運用等を行う部署などがあり、学生時代に習
得された専門知識を存分に発揮できる機会も多くあります。

Q2
A

WCO（ブリュッセル）
WCO/ROCB（タイ）
WCO/RILO（ソウル）

WCO関係

1
2
3

在ベルギー日本国大使館
在ジュネーブ国際機関日本政府代表部
在スペイン日本国大使館
在ウラジオストク日本国総領事館
在大韓民国日本国大使館
在中華人民共和国日本国大使館
在上海日本国総領事館
在香港日本国総領事館
交流協会台北事務所

大使館/総領事館

1
2
3
4
5
6
7
8

在フィリピン日本国大使館
在タイ日本国大使館
ASEAN日本政府代表部
在オーストラリア日本国大使館
在アメリカ合衆国日本国大使館
在メキシコ日本国大使館
在ブラジル日本国大使館
在ボリビア日本国大使館

9

10
11
12
13
14
15
16
17

JICA（ミャンマー計画財務省）
JICA（タイ税関）
JICA（カンボジア経済財政省）
JICA（ラオス財務省）
JICA（マレーシア財務省）
JICA（フィリピン財務省）

JICA専門家

1
2
3
4
5
6

長期出張（バンクーバー）
長期出張（ロサンゼルス）

長期出張者

1
2

政策研究大学院大学
アジア開発銀行（フィリピン）
JETRO（ホーチミン事務所）
JETRO（ジャカルタ事務所）
ハーバード大学
ジョンズ・ホプキンス大学
カリフォルニア大学
イーストアングリア大学

その他

1
2
3
4
5
6
7
8

税関職員の主な海外ポスト一覧

採用等に関するQ&A

大卒程度 高卒者

行政

186令和４年度

令和３年度

令和２年度

95 12 107（38）

113（47）

110（45）

25※ 211（90）

269（95）

250（97）

244 10325※

217 101

10

933※

その他 計 計事務 技術

歴史ある行政機関 ～貿易の伸長とともに歩んできた税関～

幕末の安政５（1858）年に欧米５カ国と締結した修好通商条約に
より、日本は開国へと歩みだし、税関の前身となる運上所が設置されま
した。

明治5年１１月２８日（1872年）、運上所から税関に改称され、
正式に発足しました。
　経済発展に伴い、貿易量が増加し、それとともに税関行政の機能を
強化してきました。

大正の関東大震災、昭和の戦争など、様々な困難を乗り越え、
日本は貿易立国として大きく成長していきます。
　貿易量が急増する中、税関は、迅速な通関を確保するため、新たな
制度やシステムを導入しました。
　人流・物流の増加とともに密輸手口も多様化・巧妙化していき、税関
も取締りの形を変えていくようになりました。

平成になると日本経済は安定期に入り、貿易量がさらに増加する
中、税関は国際協力の推進、新制度の導入、通関手続のデジタル化な
どにより迅速な通関に取り組んできました。その一方で、厳格な密輸取
締り及びテロという新たな脅威への対応のため、高性能な検査機器や
先端技術の導入にも取り組んできました。

令和4年で発足から１５０年を迎える税関は、５つの時代を経
て、その時々の課題に取り組みながら成長してきました。
　これからも使命を果たし、貿易の健全な発展と安全な社会を実現
し、国民一人ひとりの幸せを守っていくため、世界最先端の税関を目指
していきます。

税関150周年
特設サイト

税関150周年
記念動画

　税関150年の歴史は、税関HP内の特設サイトや記念動画でも紹介しています。
　また、特設サイトでは、「各税関の紹介」や「税関ゆかりの地（今も現存する旧税関庁舎）
を紹介する記事」などが掲載されています。是非、ご覧ください！

税関150周年事業コンテンツ紹介

150年の歴史を歩んできた税関で、是非みなさんも私たちと一緒に新たな歴史の1ページを作ってみませんか？

みなさんは、税関の歴史がいつ始まったのかをご存じでしょうか。
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